別記様式２

プランの実施状況報告書

１　事業実施主体名

　（事業区分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２　住　所

３　プラン名

４　プラン認定年月日

５　プランに掲げた目標に対する達成状況

	具体的な取組内容（項目）
	目　標　及　び　実　績

	
	現　状

　年度
	年度
	　年度
	　　　年度
	　　　年度

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（１）具体的な取組内容欄はプランの目標項目数に合わせて、追加すること。

（２）目標欄の上段に目標値、下段に実績値を記載し、目標値に対する割合（％）を括弧書きで記載すること。

６　６次産業化の状況（６次産業型の場合）
	対象年度
	年度

	自ら生産する加工品原料の供給状況
（１次）
	計画及び実績
	左記の達成率となった要因・課題
	今後の具体的な対策

	
	原料供給量

計画：

実績：
達成率：　　　　％
	　
	

	加工品製造状況
（２次）
	計画及び実績
	左記の達成率となった要因・課題
	今後の具体的な対策

	
	加工品製造量

計画：

実績：
達成率：　　　　％
	
	

	加工品販売状況

（３次）
	計画及び実績
	左記の達成率となった要因・課題
	今後の具体的な対策

	
	加工品販売量

計画：

実績：

達成率：　　　　％　　
	
	

	販売促進･販売対策等の実施状況
（３次）
	

	
	


ア　プラン対象農林水産物が複数ある場合は、農林水産物毎に作成すること。ただし、加工品が複数の農林水産物を原料とする場合を除く。
イ　販売促進・販売対策等の実施状況欄には、販売促進等の取組状況、販売先（消費者･実需者）の反応・連携、販売促進の成果等について具体的に記載すること。
７　農商工連携の状況（農商工連携型の場合）

	連携農林水産物名
	

	連携農林業者名
	現　状

　年度
	　年度
	　年度
	年度
	　年度

	
	円
	円
	円
	円
	円

	
	
	
	
	
	

	連携比率
	％
	％
	％
	％
	％

	県産比率
	％
	％
	％
	％
	％

	上記比率となった要因・課題
	

	今後の具体的な対策
	


（１）複数の農林水産物で連携する場合には、農林水産物毎に別葉とする。
（２）連携農林業者名簿は連携した農林業者の数に合わせて追加すること。
（３）連携比率欄は連携農林業者から仕入れた当該連携農林産物金額が全体仕入れ金額に占める比率を記載すること。
（４）県産比率欄は連携農林水産物の県産比率（仕入れ金額ベース）を記載すること。
（５）ジビエの場合は、表中の連携農林業者を県内の狩猟者、連携比率及び県産比率を県内の狩猟者からの搬入率に読み替えること。
８　支援事業により導入した機械等の利用実績

	機械、施設名
	導入

年度
	利　用　予　定　及　び　実　績

	
	
	　年度
	　　年度
	　年度
	　年度

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（１）機械、施設名欄は導入した機械等の数に合わせて、追加すること。

（２）当該報告年度欄の上段に利用予定、下段に利用実績（機械、施設の利用時間、回数、人数等）を記載し、利用予定に対する割合（％）を括弧書きで記載すること。

（３）利用予定に対して利用率が７０％を下回る場合にあっては欄外にその理由を記載すること。
９　海外認証等の取得状況

	取得年月日
	　　　　　年　　月　　日

	国際規格等の名称
	

	輸出の状況
	

	
	


※要綱の別表２第１欄（１）の要件で要綱の第３条第４項及び第５項に基づき補助金の交付を受けている場合のみ記載

１０　「切り替え加工品」の加工状況

	切り替え加工品名
	

	連携事業者名
	

	加工事業者
	（認定前）

　　　年度
	　　　年度
	　　　年度
	　　　年度
	　　　年度

	県内
	事業実施主体
	
	
	
	
	

	
	その他（事業者名）
	
	
	
	
	

	県外
	（事業者名）
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	県内比率
	％
	％
	％
	％
	％


※要綱の別表２第１欄（２）の要件で要綱の第３条第４条及び第５項に基づき補助金の交付を受けている場合のみ記載

（１）「切り替え加工品」ごとに表を追加すること

（２）表には、切り替え加工品の取扱量又は取扱金額を記載すること

（３）連携事業者数及び加工事業者数の数にあわせて、欄を追加すること

（４）記載する年度は、事業実施前と事業実施後の加工品の取扱量又は取扱金額を比較できるようにすること。

１１　プランに掲げた目標以外の必須報告項目
	具体的な報告内容（項目）
	実　　　　績（千円）

	
	現　状

　年度
	　　　年度
	　　　年度
	　　　年度
	　　　年度

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（１）個別の取組の場合にあっては、具体的な報告内容欄には、農林水産物等の年間販売額・水揚金額（プラン対象部門及び経営全体）を必ず記載すること。

（２）個別の取組の場合であって、認定農業者の取組の場合は、（１）に加え、具体的な報告内容欄に所得（農業経営基盤強化促進法(昭和55年法律第65号)に基づく農業経営改善計画に記載する所得に準じたもの。）を必ず記載すること。
（３）令和元年度以前に認定されたプランのうち、プラン実施により雇用が発生するときは(１)に加え、下表により雇用実績を必ず記載すること。

     また、他の補助事業を活用して雇用している場合には、当該事業名を下欄に記載すること。

	雇用者氏名又は作業

※作業名の場合は下段

　に実人数を記入
	常　勤

パート

の　別
	実　　　　績（雇用延べ日数）

	
	
	現　状

平成　年度
	　年度
	　年度
	　年度
	　年度

	（　　　　人）
	
	延　　　日


	延　　　日


	延　　　日


	延　　　日


	延　　　日



	
	
	
	
	
	
	

	事　　業　　名
	


（４）最終の受益者が複数となる取組にあっては、受益者毎に（１）から（２）に準じた項目を必ず記載すること。
（５）実績欄には年度毎の実績値を記載すること。
（６）当該部分（１１プランに掲げた目標以外の必須報告項目（１）、（３）及び（７））は、１～１０までとは別頁とすること。

（７）農業協同組合（生産部会等を含む。）、漁業協同組合の取組の場合にあっては、下表により、最終の受益者のプラン対象部門に係る販売金額の区分毎に戸数を記載すること。また、販売金額の区分欄に括弧書きでプラン対象部門名を合わせて記載すること。
	販売金額の区分

（プラン対象部門名）
	実　　　　　績（戸数）

	
	現　状

　年度
	　　　年度
	　　　年度
	　　　年度
	　　　年度

	1,000万円以上
	
	
	
	
	

	700～1,000万円未満
	
	
	
	
	

	500～700万円未満
	
	
	
	
	

	300～500万円未満
	
	
	
	
	

	100～300万円未満
	
	
	
	
	

	100万円未満
	
	
	
	
	

	合　　　計
	
	
	
	
	


１２　サポートセンターの支援状況
	助言・指導の内容
	具体的な対策

	
	


※提出期限までに実施したものを記載する
１３　経営改善状況　
	
	具体的な報告内容（項目）
	実　　　　績（千円）

	
	
	（現状値）

年度
	　年度
	　年度
	　年度
	　年度
	　年度

	付加価値額
	経営全体の経常利益
	
	
	
	
	
	

	
	経営全体の人件費
	
	
	
	
	
	

	
	経営全体の減価償却費
	
	
	
	
	
	

	経営全体における６次化・農商工連携の取組の寄与度
	６次化・農商工連携の取り組み全体の売上高
	
	
	
	
	
	

	
	経営全体の売上高
	
	
	
	
	
	

	
	経営全体の営業利益
	
	
	
	
	
	


　　
　　
　　
　　
　　

１４　プランの総合評価等　
	対　象　年　度
	　　　　　年度

	プランの実施状況

及び

総合評価
	

	残された課題
	

	課題に対する対応策

(ﾌﾟﾗﾝ受益者の対応)
	

	県行政機関（農林局、農林事務所等）の個別支援希望有無
	 　（　　）有　　　（　　）無

	県行政機関に希望する支援内容
	

	
	


（１）プランの目標期間の設定年度に合わせて、記載欄を追加すること。
（２）プランの実施状況及び総合評価欄は、プランの実施状況、プラン目標の達成状況、プラン受益者の農業経営への効果等を総合的に取りまとめ記載すること。
（３）残された課題欄は、プラン目標の達成状況が100％未満の内容がある場合に記載すること。
（４）課題に対する対応策欄は、上記「残された課題」がある場合に記載すること。

（５）県行政機関（農林局、農林事務所等）の個別支援希望有無欄については、該当する項目に「○」を記載すること。

（６）当該部分（１４プランの総合評価等）は、１～１３までとは別頁とし、必ず記載すること。

（７）県行政機関の個別支援を希望する場合、支援内容を具体的に記載すること。
